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　木星衛星ガニメデ，エウロパ，カリストの探査を目指しヨーロッパ宇宙機構(ESA)が主導するJUICE計画

(JUpiter ICy moons Explorer, 2022年打上げ予定)で搭載されるレーザ高度計(GALA)の開発が，ドイツ，日

本，スイス，スペインの国際協力で進められている。我々はGALA性能モデルを用い，GALAの科学要求を満た

す誤測距確率(PFD)と測距精度の条件を検討した[1]。 

　GALAの科学要求は，[A] 高度1300km以下のエウロパフライバイでPFD＜0.2，[B]高度500㎞のガニメデ周

回軌道上(GCO500)，最悪観測条件で測距精度＜10m，PFD＜0.2，[C]同じく平均的観測条件で測距精度＜

2m，PFD＜0.1，[D]最良観測条件で測距精度＜1m，PFD＜0.1，となる。これらの要求を満たすGALA受信パ

ルス波形のSNR(R_SNR)を決めるため，適合フィルターから出力される反射レーザ光の受信波形をシ

ミュレーションによって再現し，[A]～[D]それぞれの要求を満たす最小のSNRをR_SNRとして求めた（表1）。

ここで[A]の測距精度要求は10mとした。このR_SNRの実現可能性を調べるには，GALAの機器性能や観測条件

から現実的なSNR(C_SNR)を計算し，R_SNR<C_SNRである事を確かめれば良い。 

　ただし木星周囲の過酷な放射線環境によってGALAの反射光検出器(APD)の性能劣化が予想されるため，その

影響を考慮してC_SNRを予測しなければならない。我々は木星周囲の環境を模擬した2MeV電子線及び

50MeVの陽子線をAPDに照射し，従来文献データからの推定に頼っていたAPD放射線劣化（量子効率，過剰ノ

イズ指数，表層暗電流，バルク暗電流など）を再評価した。この結果をGALA性能評価モデルに組込み，現実

的な性能評価を行ったところ，アナログエレクトロニクスモジュール(AEM)のノイズの影響評価を除

き，GALAの科学要求が満たされることを確かめることができた(R_SNR < C_SNR，Table１)。
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